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【
調
査
項
目
】

Ⅰ　

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

①
実
技
に
関
す
る
調
査

　

小
学
生
は
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体

前
屈
、
反
復
横
と
び
、
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

50
㍍
走
、
立
ち
幅
と
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

の
８
種
目
で
実
技
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
中
学

生
は
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
持
久
走
（
男
子
１
５
０
０
㍍
、

女
子
１
０
０
０
㍍
）
又
は
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

50
㍍
走
、
立
ち
幅
と
び
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

の
８
種
目
で
実
技
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②
質
問
紙
調
査

　

運
動
習
慣
、
生
活
習
慣
な
ど
。

Ⅱ　

学
校
に
対
す
る
質
問
紙
調
査

　

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
向
上
に
係
る

学
校
の
取
組
な
ど
。

【
体
力
合
計
点
】　
　
　

（
グ
ラ
フ
①
・
②
）

　

体
力
合
計
点
は
、
実
技
調
査
項
目
に
お
け
る

得
点
の
合
計
で
す
。
小
学
生
・
中
学
生
の
男
子

と
女
子
は
、
と
も
に
全
国
・
全
道
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
。 

 
　

な
お
、
各
種
目
の
記
録
を
得
点
化
す
る
基
準

は
、
小
学
校
男
子
・
女
子
、
中
学
校
男
子
・
女

子
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

【
小
学
校
】

○
実
技
調
査
の
結
果　
　

（
グ
ラ
フ
③
・
④
）

　

小
学
５
年
生
男
子
は
、
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
立
ち
幅
と

び
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
６
種
目
で
全
国
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。
小
学
５
年
生
女
子
は
、

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横

と
び
・
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
50
㍍
走
・
立
ち

幅
と
び
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
全
種
目
で
全

国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
５
年
生
男
子
は
、
50
㍍
走
で
全

道
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

○
児
童
質
問
紙
か
ら　
　

（
グ
ラ
フ
⑤
・
⑥
）

　

「
運
動
（
体
を
動
か
す
遊
び
も
含
む
）
や
ス

ポ
ー
ツ
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
」
と
回
答
し
た

児
童
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
全
国
を
上
回
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
体
育
の
授
業
以
外
の
１
週
間
の
総

運
動
時
間
が
４
２
０
分
以
上
」
と
回
答
し
た
児

童
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
全
国･

全
道
を
上

回
り
ま
し
た
。

　令和４年度　北斗市立小・中学校
全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果をお知らせします

　この調査は、全国の児童生徒の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等の状況を把握・分析し、児童
生徒の体力向上を図ることを目的として、小学校第５学年と中学校第２学年を対象に実施しています。
　北斗市では、小学校５年生男子209名、女子157名、中学校２年生男子165名、女子170名を対象
に調査を行いました。
　なお、本調査の結果については、体力・運動能力要素の一部を示しているものとご理解ください。

北斗市教育委員会

小学校男子 全国を５０としたときの得点小学校女子 全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国 北斗市 北海道 全国

④ ③

小学校５年生の体力合計点①

中学校２年生の体力合計点②
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【
中
学
校
】

○
実
技
調
査
の
結
果　
　

（
グ
ラ
フ
⑦
・
⑧
）

　

中
学
２
年
生
男
子
は
、
握
力
・
反
復
横
と

び
・
立
ち
幅
と
び
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
の
４

種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
女
子
は
、
握
力
・
長
座
体
前

屈
・
反
復
横
跳
び
・
持
久
走
・
20
㍍
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
の

７
種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

○
生
徒
質
問
紙
か
ら　
　

（
グ
ラ
フ
⑤
・
⑥
）

　

「
運
動
（
体
を
動
か
す
遊
び
も
含
む
）
や
ス

ポ
ー
ツ
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
」
と
回
答
し
た

生
徒
の
割
合
は
、
男
女
と
も
に
全
国
・
全
道
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
体
育
の
授
業
以
外
の
総
運
動
時
間

が
４
２
０
分
以
上
」
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合

は
、
男
女
と
も
に
全
国･

全
道
を
下
回
り
ま
し

た
。

【
学
校
質
問
紙
】　
　
　
　
　

（
グ
ラ
フ
⑨
）

　

「
体
育
の
授
業
の
始
ま
り
で
、
全
校
児
童
・

生
徒
に
、
そ
の
授
業
の
め
あ
て
や
ね
ら
い
を
示

す
活
動
を
常
に
取
り
入
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
学
校
の
割
合
は
、
小
学
校
も
中
学
校
も
全
国

･

全
道
を
大
き
く
上
回
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
学
校

で
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
学
校
の
体
力
・
運
動
能
力
向
上
策
】

○
児
童
生
徒
が
自
己
の
体
力
の
状
況
を
把
握
し
、

目
標
を
も
っ
て
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
市
内
小･

中
学
校
の
全
て
の
学
校
の
全
学

年
で
新
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
体
育
の
授
業
で
、
授
業
の
始
め
に
授
業
の
目

標
を
示
し
、
話
し
合
い
や
助
け
合
う
活
動
を
行

っ
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
学
習

内
容
を
振
り
返
る
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
調
査
結
果
か
ら
課
題
と
な
っ
た
実
技
種
目
を

体
育
の
授
業
の
準
備
運
動（
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
な
わ

と
び・筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
等
）

や
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
友
達
同
士
で
運
動
す

る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、
体
力
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
運
動
の
方
法
や
校
内
の
体
育
的
行

事
の
内
容
を
工
夫
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン

ク
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

駅
伝
大
会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
市
の
行
事
へ
参
加
を

促
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
や
望
ま
し
い
生
活
習

慣
・
食
習
慣
を
目
指
し
て
、
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
運
動
や

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
制
限
週

間
、
徒
歩
通
学
の
推
奨
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

北
斗
市
内
小
・
中
学
校
の
調
査
結
果
の
状
況

や
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
策
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
（
教
育
委
員
会　

指
導
室
）

授業以外の１週間の
総運動時間420分以上の割合（％）

運動やスポーツは大切なものである（％）⑥ ⑤

中学校男子　全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国

⑦中学校女子　全国を５０としたときの得点

北斗市 北海道 全国

⑧

体育の授業の始まりでその授業の目標を示す
活動をいつも取り入れている（％）

⑨
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８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
８
回
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
、
「
手
話
を
学
ぼ
う
」
と
し
て
、

ろ
う
者
や
手
話
通
訳
者
の
方
に
学
校
に
来
て
い

た
だ
き
、
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
ろ
う
者
の
方
に
日
常
生
活

に
つ
い
て
、
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
常
生
活
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
困
る
。
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
お
話
を
、
子
供
た
ち

は
、
と
て
も
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
手
話
学
習
で
、
あ
い
さ
つ
、
自
己

紹
介
、
趣
味
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
習
い
、
繰

り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
発
表
会

で
披
露
す
る
「
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
の
手

話
コ
ー
ラ
ス
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
に
行
わ
れ
た
学
習
発
表
会
で
は
、
手
話

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
発
表
し
、
全
員
で
「
野
に
咲
く
花
の
よ
う

に
」
の
手
話
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
当

日
、
手
話
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
北
斗
ろ
う
協

会
や
手
話
通
訳
者
の
方
を
招
待
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
発
表
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
今
回
の
手
話
学
習
を
通
し
て
、

ろ
う
者
へ
の
理
解
や
、
思
い
や
り
を
大
事
に
す

る
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

手
話
を
学
ぼ
う

手
話
を
学
ぼ
う
〜
北
斗
ろ
う
協
会
の
方
を
招
い
て
〜

〜
北
斗
ろ
う
協
会
の
方
を
招
い
て
〜

手
話
を
学
ぼ
う
〜
北
斗
ろ
う
協
会
の
方
を
招
い
て
〜

萩
野
小
学
校

萩
野
小
学
校

萩
野
小
学
校

　

北
斗
市
で
は
、
「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」
こ

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
北
斗
市
民
が
ろ
う
者
及

び
手
話
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
で
支
え

合
い
、
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
、

共
生
す
る
社
会
を
目
指
し
て
つ
く
ら
れ
た
「
北

斗
市
手
話
言
語
条
例
」
が
平
成
31
年
に
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
学
年
の
総
合
的
な
学
習
、

生
活
科
、
音
楽
の
授
業
な
ど
で
、
簡
単
な
手
話

表
現
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、
歌
詞
の
内
容
を

手
話
で
表
現
し
て
歌
っ
た
り
す
る
学
習
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習

で
、
北
斗
ろ
う
協
会
や
手
話
通
訳
者
の
方
た
ち

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
り
深
く
、
手
話
の
学

習
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
実
践
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【北斗市手話言語条例】

学習した手話表現
「あいさつ」
　　・おはようございます
　　・こんにちは
　　・こんばんは
　　・ありがとうございます
　　・よろしくお願いします　など
「指文字を使った名前の伝え方」
「数字を使った誕生日の伝え方」
「好き・得意などを使った趣味の伝え方」

子
供
た
ち
の
感
想
か
ら

・
今
ま
で
あ
ま
り
手
話
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
困
る
こ
と
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
こ
れ
か
ら
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
が
い
た
ら
、

手
話
や
身
ぶ
り
、
紙
に
書
い
て
あ
げ
た
り
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
手
話
を
た
く
さ
ん
習
っ
て
、

家
の
人
な
ど
に
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

・
本
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
難
し
く
て
覚
え
ら

れ
な
い
け
ど
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
も
ら
っ
て

覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
私
は
、
手
話
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
覚
え
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

・
今
回
の
授
業
を
通
し
て
、
「
手
話
を
使
う
と

耳
が
聞
こ
え
な
い
人
も
聞
こ
え
る
人
も
楽
し
く

話
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
気
づ
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
手
話
を
練
習
し
て
上
手
に

な
り
た
い
で
す
。

（
萩
野
小
学
校　

教
諭　

髙
橋　

結
香
）

【発表後にろう協会の方と話す子供たち】

【
手
話
コ
ー
ラ
ス

　
野
に
咲
く

　
　
　
花
の
よ
う
に
】

【
手
話
学
習
の
様
子
】
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浜
分
小
学
校
の
児
童
と
浜
分
中
学
校
の
生
徒

が
歩
道
に
並
ぶ
と
、
相
当
の
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。
運
転
者
の
、
そ
の
迫
力
に
驚
い
て
い
た
様

子
や
、
笑
顔
で
反
応
し
て
い
る
様
子
な
ど
が
印

象
的
で
し
た
。
生
徒
た
ち
も
、
反
応
し
て
く
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
の
か
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
よ

り
一
層
、
高
く
上
げ
た
り
、
揺
ら
し
た
り
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
や
保
護
者
の
方
々
に
も
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
安
全
か
つ
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
た
ち
は
、
「
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に

何
が
で
き
る
か
」
を
一
人
一
人
が
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
５
日
（
土
）
に
、
一
日
防
災
学
校
と
い

う
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
災
害
の
仕
組
み
や
、
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
」
を
、
理
科
の
授
業

や
、
消
防
士
の
方
の
講
演
を
通
し
て
、
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な

避
難
方
法
や
命
を
守
る
た
め
の
鉄
則
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
に
「
備
え
る
」
こ
と
の
必
要
性

や
日
々
の
細
か
な
意
識
・
行
動
を
考
え
直
す
、

と
て
も
重
要
な
時
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

一
日
防
災
学
校
と
し
て
、
午
後
に
は
、
津
波

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
は
、
浜
分
小
学
校
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
経
路
で
避
難
を
し
ま
し

た
。
地
震
が
発
生
し
、
一
度
、
外
へ
避
難
し
た

後
、
再
度
、
学
校
の
中
へ
避
難
す
る
と
い
っ
た

複
雑
な
も
の
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
緊

張
感
を
持
ち
、
迅
速
か
つ
正
確
な
避
難
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。　

　
　

（
浜
分
中
学
校　

教
諭　

山
崎　

蓮
太
）

浜
分
中
学
校

　

交
通
事
故
は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
起

き
て
お
り
、
と
て
も
身
近
な
問
題
で
す
。
時
に

は
大
け
が
に
つ
な
が
る
こ
と
、
大
切
な
生
命
が

奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
未

然
に
防
ぐ
意
識
を
、
自
主
的
に
持
ち
、
判
断
し

て
行
動
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
か
け
が
え
の

な
い
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
活
動
と
し
て
、
北
斗
市
内
一
斉

に
、
「
旗
の
波
運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
、
「
全
員
着
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
や

「
飲
酒
運
転
絶
対
ダ
メ
！
」
な
ど
の
事
故
防
止

を
促
す
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
全
員
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。

震災に関する講演の様子

プラカードでアピールする生徒達

一列に並ぶ生徒達

避難訓練の様子
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【 

小
学
部 

】

　

図
工
で
、
中
学
部
と
高
等
部
の
生
徒
が
制
作

し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
に
、
ツ
リ
ー
や
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
な

ど
の
絵
を

描
い
た
り
、

ハ
ー
ト
や

星
形
の
模

様
を
カ
ラ

フ
ル
な
色

に
仕
上
げ

る
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ン
ド

ル
を
作
り

ま
し
た
。

【 

中
学
部 

】

　

作
業
学
習
と
い
う
学
習
で
、
１
人
２
個
ず
つ

キ
ャ
ン
ド
ル
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

制
作
す

る
前
に
、

北
斗
市
役

所
観
光
課

の
職
員
が

作
成
し
た

「
キ
ャ
ン

ド
ル
作

り
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
見
ま
し
た
。
き
れ
い
な
「
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ワ
ッ
ク
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て
、
見
本

と
な
る
イ
ラ
ス
ト
や
画
像
を
検
索
し
な
が
ら
絵

付
け
を
行
い
、
一
人
一
人
の
想
い
が
込
も
っ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【 

高
等
部 

】

　

高
等
部
で
は
溶
か
し
た
ろ
う
を
牛
乳
パ
ッ
ク

の
型
に
入
れ
、
型
を
回
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
冷

ま
し
た
後
に
、
氷
水
に
つ
け
て
し
っ
か
り
と
固

め
る
手
順
で
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
制
作
し
ま
し

た
。
手
が
冷
た
く
な
っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た

が
、
タ
イ
マ
ー
で
時
間
を
計
り
な
が
ら
取
り
組

み
、
き
れ
い
な
形
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【 

見
　
学 
】

　

当
日
は
、
バ
ス
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
出
発

し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
で
あ
る

修
道
院
の
正
門
前
に
は
、
本
校
の
児
童
生
徒
が

制
作
し
た

キ
ャ
ン
ド

ル
が
ハ
ー

ト
型
に
並

べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

児
童
生
徒

は
そ
の
中

か
ら
自
分

が
作
っ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
を
見
つ
け
、
火
が
と
も
さ
れ
る
様

子
を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

点
灯
後
は
、
雪
と
光
が
織
り
な
す
幻
想
的
な

景
色
の
中
、
夜
空
の
星
や
並
木
道
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
冬
道
散

策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を

点
灯
し
て
い
た
だ
き
見
学
で
き
た
こ
と
は
、
児

童
生
徒
に
と
っ
て
何
に
も
代
え
が
た
い
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
学
校
運
営
協
議
会
を
導
入
し
た
こ

と
で
、
地
域
で
行
う
教
育
活
動
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
学
校
・
地
域
・
保
護
者

の
連
携
・
協
働
を
図
り
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
成
長
や

生
き
が
い
に
な
る
取
組
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　

教
頭　

小
野
寺　

利
江
）

みんなに見てもらえますように！

早く固まりますように！

キャンドルを囲んで記念撮影

　
お
し
ま
学
園
分
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎

年
12
月
に
石
別
地
区
観
光
事
業
で
あ
る

「
ト
ラ
ピ
ス
ト
通
り
並
木
道
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」
に
、
児
童
生
徒
が
制
作
し
た
ワ
ッ
ク

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
児
童
生

徒
の
多
く
は
施
設
入
所
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
、
点
灯
さ

れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
見
学
に
行
く
こ
と
が

難
し
い
現
状
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
年
度
導
入
し

た
学
校
運
営
協
議
会
で
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、
北
斗
市
観
光
課
や
石
別
ふ
れ
あ
う
会

の
皆
さ
ま
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
12
月
19

日
（
月
）
に
見
学
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
号
で
は
、
各
学
部
で
取
り
組
ん
だ

キ
ャ
ン
ド
ル
制
作
と
見
学
当
日
の
様
子
に

つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

七
飯
養
護
学
校
お
し
ま
学
園
分
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら

　
　
　
　
　

出
発
し
た
新
た
な
取
組

　
　
　
　
　

出
発
し
た
新
た
な
取
組

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら

　
　
　
　
　

出
発
し
た
新
た
な
取
組

トナカイの特徴を調べてみよう！
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「
春
に
三
日
の
晴
れ
な
し
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
春

の
晴
天
は
三
日
と
も
た
な
い
と
い
う
意
味
で

す
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、
春
は
天
候
が

安
定
せ
ず
、
寒
暖
差
や
気
圧
変
動
が
大
き
い
季

節
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
律
神
経
も
乱
れ
や
す

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
律
神
経
の
乱
れ

は
、
血
流
や
体
温
調
節
に
も
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
冷
え
性
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
も
な
り
ま

す
。
今
回
は
冷
や
さ
な
い
た
め
の
対
策
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
冷
え
ば
か
り
で
な
く
、
代
謝
の
向
上
や
自
律

神
経
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。

　
　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
血
行
改
善
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
に
は
、
肉
類
が

有
効
だ
そ
う
で
す
。
近
年
、
炭
水
化
物
抜

き
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
健
康
で
い
る
た
め
に
主
食
は
欠
か
せ

な
い
で
し
ょ
う
。

　

②
適
度
な
運
動
を
す
る
。

　
　

で
き
る
だ
け
多
く
歩
い
て
足
の
筋
肉
を

鍛
え
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
朝
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
れ
ば
、
交
感
神
経
が
オ
ン
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
の
光
も
浴
び
る

こ
と
が
で
き
、
自
律
神
経
や
体
内
時
計
の

乱
れ
も
整
い
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。

　

③
入
浴
す
る
。

　
　

な
る
べ
く
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま
せ
ず
お
湯

に
つ
か
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
体
内
の
深

い
部
分
か
ら
し
っ
か
り
温
ま
り
、
入
眠
効

果
も
上
が
り
、
質
の
良
い
睡
眠
に
つ
な
が

り
ま
す
。
良
質
な
睡
眠
は
自
律
神
経
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
て
く
れ
る
の
で
、
体
温
調

節
も
う
ま
く
働
く
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

④
３
つ
の
首
を
温
め
る
。

　
　

薄
着
を
す
る
日
で
も
「
首
・
手
首
・
足

首
」
は
冷
や
さ
な
い
よ
う
な
服
装
を
心
が

け
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
平
熱
が

35
℃
台
の
人
は
腹
巻
き
や
カ
イ
ロ
を
使
っ

て
意
識
的
に
温
め
る
と
よ
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

以
上
４
つ
が
冷
や
さ
な
い
た
め
の
対
策
で
す
。

「
冷
え
」
は
万
病
の
も
と
で
す
。
体
の
内
側
か

ら
し
っ
か

り
温
め
て
、

自
分
を
い

た
わ
っ
て

あ
げ
ま
し

ょ
う
。

（
北
斗
市
学
校
保
健
会

　
　

石
別
小
学
校
養
護
教
諭　

丹
羽　

七
海
）

春
も
冷
え
対
策
を

　

北
斗
市
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
や
理
解
度
に
合
わ
せ
た
「
個
別
最

適
な
学
び
」
と
、
多
様
な
考
え
を
共
有
し
合
意

形
成
を
図
る
な
ど
の
「
協
働
的
な
学
び
」
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
実
際
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
①
視
覚
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て

　

市
内
全
て
の
教
室
に
は
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
と

実
物
投
影
機
（
書
画
カ
メ
ラ
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
朝
の
時
間
に
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
連
絡
を
映
し
て
お
い
て
、
児
童
生
徒
が
一
目

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
学
級
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
図
工
・
美
術
や
家
庭
科
の
授
業
で
、

作
業
の
様
子
を
拡
大
し
て
画
面
に
映
し
、
説
明

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　
②
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て

　

児
童
生
徒
が
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
・
チ
ー
ム
ズ
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

や
デ
ー
タ
の
共
有
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や
ま
と
め
の
作
成
の

場
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
校
と
の

合
同
学
習
の
際
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
科
見
学
が
で
き
な
い
場
合
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の
方
と
つ
な
ぎ
、
施
設
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
③
表
現
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

　

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
は
、
社
会
科
や

総
合
的
な
学
習
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
調

べ
（
こ
の
時
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
ま

す
）
ま
と
め
る
際
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
用
し
ま

す
。
文
字
の
大
き
さ
や
バ
ラ
ン
ス
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
の
配
置
な
ど
、
伝
え
た
い
こ
と
を
い
か

に
わ
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え
る
か
学
年
の
発

達
段
階
に
合
わ
せ
て
ペ
ー
ジ
数
や
文
字
数
を
指

定
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
課
題
配
付
・
回

収
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
学
び
に
応
え

る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
活
用
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
（
北
斗
市
教
頭
会　

大
野
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
頭　

玉
野　

悌
司
）

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
」

オンライングループ学習の様子オンライングループ学習の様子

調べ学習のまとめ調べ学習のまとめ
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以
前
の
日
常
を
少
し
取
り
戻
し
た
こ
の
春
を
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
迎
え
て
い
ま
す

か
？
図
書
館
の
運
営
も
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

の
下
で
の
最
良
の
利
用
法
を
考
え
、
実
行
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
【
映
画
化
さ
れ
た
本
】

　

映
画
化
さ
れ
た
作
品
の
原
作
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
文
章
を
楽
し
む
こ
と
で
、
新
た
な
発

見
が
あ
り
、
作
品
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
館
・
分
館
共
通
）

●
【
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞
２
０
２
２
】

　

書
店
の
絵
本
担
当
者
な
ど
、
絵
本
の
プ
ロ
が

愛
情
を
込
め
て
選
書
し
た
昨
年
、
最
も
支
持
さ

れ
た
新
刊
絵
本
約
30
冊
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
館
）

●
【
ス
ペ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ラ
イ
ブin　

　

ほ
く
と
開
催
記
念
展
示
】

　

４
月
29
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
と
コ
ラ
ボ
し
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
宇
宙
や
星
座
、
天
文
学
に
関

す
る
本
や
Ｃ
Ｄ
を
特
集
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
館
）

　

今
年
も
図
書
館
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
「
ワ
ク

ワ
ク
」
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

図
書
館
で
は
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ

せ
て
、
北
斗
市
公
民
館
に
お
い
て
「
図
書
館
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ク
イ
ズ
、
映
画
の
上
映
会
、
お
す
す
め
の
絵
本

や
し
か
け
絵
本
の
展
示
、
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

お
子
様
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
本
に
触

れ
、
読
書
習
慣
の
き
っ
か
け
作
り
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
事
前
申
込
制
で
実
施
し
ま
す
。
詳

し
い
申
込
方
法
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
４
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
：
北
斗
市
公
民
館　

講
堂

（
北
斗
市
立
図
書
館　

司
書　

荒
竹　

規
子
）

　

昨
年
、
10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）に
開
催

し
た
「
第
17
回
北
斗
市
民
文
化
祭
」
は
、
こ
れ

ま
で
旧
上
磯
地
区
と
大
野
地
区
を
別
々
の
日
程

で
開
催
し
て
い
た
も
の
の
一
本
化
を
図
り
、
同

日
開
催
と
す
る
初
の
試
み
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

▽
作
品
展
示
＝
公
民
館
会
場

　

令
和
４
年
10
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
、
30
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
、

６
団
体
が
参
加
し
、
２
日
間
の
来
場
者
数
は

２
６
０
名
で
し
た
。

▽
舞
台
発
表
＝
か
な
で
～
る
会
場

　

令
和
４
年
10
月
30
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３

時
、
15
団
体
が
参
加
し
、
来
場
者
数
は
２
０
５

名
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
し
た
今
回
は
、
作
品
展
示

と
舞
台
発
表
は
文
化
団
体
協
議
会
に
加
盟
し
て

い
る
団
体
の
み
の
参
加
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
会
場
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

し
、
か
な
で
～
る
会
場
の
舞
台
発
表
を
み
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
り
、
２
つ
の
会
場
を
つ
な
ぐ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
、
足
を
運
び
や
す

く
す
る
新
た
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　

制
限
を
強
い
ら
れ
た
開
催
は
、
食
堂
や
売
店

な
ど
も
な
く
、
華
や
か
さ
に
欠
け
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た
こ
と

で
一
歩
前
進
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
が
、
基
本
的
な
感
染
対
策
を
心
が
け
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会
は
、
平
成
18
年
の

設
立
以
来
、
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根
差
し

た
芸
術
文
化
の
振
興
発
展
に
多
大
に
貢
献
し
た

と
し
、
北
斗
市
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
北
斗
市
文
化
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

小
野　

育
子
）

催催催催催催催催催催催
開開開
をををををををををを
祭
ををををを
祭
を
祭祭祭祭祭祭祭祭
化
祭
化化化化化化化化化化化化化
文
化化化
文
化
文文文文文文文文文文文文文文文
民
文文文文文
民民民民民民民民民
市市市市市市市
斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗斗
北北北北北北北北北北北北北
り
ぶ
りり
北

ぶ
りり
北北

ぶ
り
北北
りりりりり
ぶぶぶぶ
年
ぶ
年
ぶ
年
ぶぶぶぶ
年年年年年年年年年年年年年
３
年
３３
年
３３
年
３３３３３３３３
年
ぶ
り
北
斗
市
民
文
化
祭
を
開
催

３
年
ぶ
り
北
斗
市
民
文
化
祭
を
開
催

３
年
ぶ
り
北
斗
市
民
文
化
祭
を
開
催

３
年
ぶ
り
北
斗
市
民
文
化
祭
を
開
催

３
年
ぶ
り
北
斗
市
民
文
化
祭
を
開
催

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

４
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

第
５
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
５
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

第
５
回「
図
書
館
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

しかけ絵本 何が出てくるかなしかけ絵本 何が出てくるかな

楽しいマジックショー楽しいマジックショー

北
斗
市
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

北
斗
市
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
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「
第
８
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
冬
の

大
運
動
会
」
が
、
１
月
９
日
（
月
・
祝
）
快
晴

無
風
の
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
運
動

公
園
自
由
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
積

雪
も
多
く
、
雪
中
で

の
競
技
を
行
う
に
は

す
ば
ら
し
い
条
件
と

な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
当
日
申
し
込
み

９
名
を
含
め
幼
児
・

小
学
生
、
一
般
の
皆

さ
ま
総
勢
84
名
の
参
加
と
な
り
、
雪
上
で
は
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
中
、
応

援
に
駆
け
付
け
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
大

き
な
声
援
が
上
が
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

　

午
前
10
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
た
後
、
け

が
防
止
の
た
め
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
か
ら
競

技
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
７
種
目
の
競

技
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
」
で
は
、
10
メ
ー

ト
ル
先
の
旗
を
奪
い
合
い
、
幼
児
の
部
・
低
学

年
の
部
・
高
学
年
の
部
・
一
般
男
子
の
部
・
一

般
女
子
の
部
に
分
け
て
行
い
、
参
加
者
は
柔
ら

か
な
雪
で
足
を
取
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
な
が
ら

も
、
一
生
懸
命
に
駆
け
抜
け
旗
を
奪
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
白
熱
し
た
展
開
に
、
参
加
者

も
応
援
し
て
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
も
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
「
雪
積
み
上
げ
競
走
」
で
は
、
小
学
生

５
チ
ー
ム
、
親
子
３
チ
ー
ム
に
分
け
、
３
分
間

で
ど
れ
だ
け
高
く
雪
を
積
み
上
げ
ら
れ
る
か
競

い
ま
し
た
。
新
雪
で
固
ま
り
に
く
い
雪
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
皆
で
協
力
し
て
雪
を
積
み
上
げ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

次
の
「
お
し
り
相
撲
大
会
」
で
は
、
上
着
を

脱
い
で
対
戦
す
る
人
も
い
て
、
笑
い
あ
ふ
れ
る

対
戦
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

恒
例
の
「
雪
中
綱
引
き
」
で
は
、
紅
白
に
分

か
れ
両
チ
ー
ム
譲
ら
ず
、
延
長
戦
に
突
入
す
る

大
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。
手
の
ひ
ら
の
痛
み
を

訴
え
な
が
ら
も
、
絶
対
負
け
て
た
ま
る
か
と
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら
は

逞た
く
まし

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
「
雪
中
か
る
た
」
「
〇
×
ク

イ
ズ
」
な
ど
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後

の
「
ソ
リ
リ

レ
ー
」
で
は
、

参
加
者
全
員

を
５
チ
ー
ム

に
分
け
、
１

人
を
ソ
リ
に

乗
せ
、
も
う

１
人
は
15
メ

ー
ト
ル
先
の

カ
ラ
ー
コ
ー

ン
を
回
っ
て

戻
っ
て
く
る
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。
ソ
リ
か
ら

落
ち
て
し
ま
っ
た
り
、
子
ど
も
を
抱
え
て
走
る

親
子
が
い
た
り
と
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

参
加
す
る
楽
し
い
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
冬
の
寒
い
時
期
で
も
「
外
に

出
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
込
め
て
、

参
加
賞
で
ソ
リ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て

か
ら
早
く
も
３
年
が
経
過
し
、
人
々
の
対
応
も

か
な
り
慣
れ
、
共
生
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で

の
開
催
と
な
り
、

参
加
者
の
感
染

対
策
も
し
っ
か

り
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
閉
会

式
が
終
わ
っ
た

後
に
は
、
豚
汁

が
無
料
提
供
さ

れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ま
の
冷
え
切
っ
た
体
に
染

み
入
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
大
き
な
事
故
や
け
が
も
な
く
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
関
係
者
や
参
加
し

た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

安
達　

孝
義
）

!!!!!!!!!!!!

第
８
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
冬
の
大
運
動
会

◎
快
晴
無
風
の
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
‼

負けないぞ！ダイビング！「スノーフラッグ」

◎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

◎
事
業
を
終
え
て

　

今
年
は
、
例
年
に
な
い
大
雪
で
厳
し
い
冬
と

な
り
ま
し
た
。
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
次
々
に
活
動
の
中
止
・
縮

小
・
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
北
斗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
Ｎ　

Ｓ
Ｓ
）
と
北
斗
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
で
は
、
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
気
軽
に
屋
外
に
出
て
北
国
な
ら
で
は
の

ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
を
体
験
す
る
機
会
を
作
る
こ

と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
冬
の
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
雪
に
親
し
み
身
体
を
動
か
し

「
仲
間
と
集
う
」
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

ほ
し
い
と
願
い
、
「
第
８
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
冬
の
大
運
動
会
」
を
企
画
し
、
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
、
冬
季
間
の
運
動
不
足
の
解
消

や
地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

力と力のぶつかり合い「雪中綱引き」

転んでもへっちゃら！「ソリリレー」

ノ
　  

ー
　  

ス
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北
斗
に
の
こ
る
「
日
本
最
初
の
星
の
城
」
、

松
前
藩
戸
切
地
陣
屋
跡
。
近
年
、
北
斗
市
郷
土

資
料
館
で
は
そ
の
再
評
価
に
向
け
て
調
査
研
究

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
毎
年
春
の
特
別

展
、
あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
や
当
コ
ラ

ム
に
て
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
現
在
の
最
新
成
果
で
あ
る
、

戸
切
地
陣
屋
の
設
計
理
念
と
そ
の
源
流
の
解
明

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
戸
切
地
陣
屋
の

防
衛
構
造
は
丘
全
体
を
城
と
捉
え
、
当
時
の
兵

器
性
能
と
そ
れ
を
前
提
と
し
て
築
か
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
設
計
の
元
と
な
っ
た
テ
キ
ス

ト
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
こ
る
幕
末
当
時
の
戸
切
地
陣
屋
の
平

面
図
は
い
ず
れ
も
内
部
の
建
物
配
置
に
重
き
を

置
い
た
概
略
図
で
あ
り
、
そ
の
設
計
時
点
で
の

構
造
や
理
念
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
こ
さ
れ
て
い
る
土ど

塁る
い

・
壕ご
う

な
ど
の
遺
構
の
各
部
寸
法
を
計
測
し
考
古
学
的

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
構
造

に
の
こ
る
法
則
性
・
規
則
性
を
探
り
、
当
時
の

設
計
理
念
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
試
み
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
戸
切
地
陣
屋
の
星
形
稜り
ょ
う

堡ほ

は
、

各
尖せ
ん

端た
ん

を
頂
点
と
す
る
一
辺
２
０
０
ｍ
の
正
方

形
と
そ
の
中
央
等
分
線
・
対
角
線
を
基
準
上
に

細
か
く
設
定
さ
れ
た
座
標
に
基
づ
く
、
極
め
て

対
称
的
か
つ
幾き

何か

学が
く

的
な
星
形
に
設
計
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
推
定
で
き
た
の
で
す
。

　

次
に
、
こ
の
「
正
方
形
の
四
頂
に
四
つ
の
稜

角
尖
端
を
置
き
正
方
形
の
四
辺
・
対
角
線
・
中

央
等
分
線
を
基
準
と
し
て
幾
何
学
的
に
堡
塁
を

設
計
す
る
」
と
い
う
手
法
の
源
流
を
探
る
べ
く
、

国
内
お
よ
び
国
外
（
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・

オ
ラ
ン
ダ
）
に
お
け
る
17
～
19
世
紀
の
稜
堡
式

築
城
術
に
係
る
文
献
を
可
能
な
限
り
く
ま
な
く

精
査
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
、
こ
う
し

た
幾
何
学
的
設
計
の
手
法
が
、
戸
切
地
陣
屋
竣し
ゅ
ん

工
時
の
19
世
紀
に
稜
堡
式
築
堡
の
基
本
理
念
と

し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が

「
ヴ
ォ
ー
バ
ン
第
一
方
式
」
に
の
っ
と
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

　

稜
堡
式
築
城
術
は
、
15
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で

生
ま
れ
、
そ
の
後
の
銃
や
大
砲
の
進
化
と
共
に

よ
り
効
果
的
な
防
衛
構
造
を
求
め
て
多
様
化
し

て
い
き
ま
し
た
。
17
世
紀
に
入
り
、
築
城
術
は

オ
ラ
ン
ダ
の
ル
ル
ロ
ワ
ら
の
手
に
よ
っ
て
当
時

発
達
し
て
い
た
解
析
幾
何
学
（
物
体
や
空
間
に

「
座
標
」
の
概
念
を
取
り
入
れ
立
体
的
・
数
学

的
に
分
析
す
る
学
問
）
の
概
念
と
結
び
つ
け
ら

れ
、
そ
の
設
計
や
構
造
は
よ
り
科
学
的
に
深
化

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
「
城
を
科
学
す
る
」
時

代
に
現
れ
た
の
が
ヴ
ォ
ー
バ
ン
で
し
た
。

　

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
・
プ
レ
ス
ト
ル
・

ド
・
ヴ
ォ
ー
バ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
王
朝
の
全
盛
期

を
築
い
た
「
太
陽
王
」
ル
イ
14
世
に
仕
え
た
技

術
将
校
で
、
城
造
り
や
市
街
設
計
に
そ
の
す
ぐ

れ
た
手
腕
を
発
揮
し
た
ほ
か
城
攻
め
の
名
手
で

も
あ
り
、
元
帥
も
務
め
た
、
近
世
を
代
表
す
る

軍
隊
技
術
者
の
一
人
で
す
。

　

彼
の
業
績
を
支
え
た
知
識
と
経
験
、
そ
し
て

科
学
的
理
論
と
の
融
合
に
よ
り
複
雑
・
難
解
化

し
て
い
た
当
時
の
築
城
術
理
論
に
つ
い
て
、
そ

の
基
礎
と
な
る
幾
何
学
と
併あ
わ

せ
体
系
化
し
、
平

易
化
し
、
汎
用
化
し
た
教
本
が
、
17
世
紀
末
に

ヴ
ォ
ー
バ
ン
の
弟
子
ら
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『N
ouveau traite de geom

etrie et 
fortification

（
幾
何
学
・
築
城
術
新
論
）
』

で
す
。
そ
の
中
で
の
星
形
築
堡
に
関
す
る
基
本

方
式
が
「
ヴ
ォ
ー
バ
ン
第
一
方
式
」
で
あ
り
、

根
本
と
な
っ
た
の
が
真
円
を
利
用
し
て
描
い
た

正
多
角
形
を
基
準
と
し
防
御
性
能
を
偏
り
な
く

発
揮
す
る
設
計
理
念
で
す
。
こ
れ
が
、
後
世
の

各
時
代
各
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
稜
堡
式

城
郭
の
築
城
に
お
け
る
「
定
理
」
の
ひ
と
つ
と

し
て
受
け
継
が
れ
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ヴ
ォ
ー
バ
ン
教
本
に
お
け
る
模
式
図
に

つ
い
て
、
一
稜
の
み
稜
堡
を
か
た
ち
づ
く
る
よ

う
に
残
し
縮
尺
を
変
え
て
重
ね
る
と
、
果
た
し

て
戸
切
地
陣
屋
と
同
じ
構
造
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
戸
切
地
陣
屋
は
17
世
紀
に
体

系
化
し
た
通
称
「
ヴ
ォ
ー
バ
ン
式
」
と
呼
ば
れ

る
稜
堡
式
築
城
術
の
設
計
理
念
に
忠
実
に
造
ら

れ
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
設
計
者
で
あ
る
藤ふ
じ

原わ
ら

主し
ゅ

馬め

（
重
じ
ゅ
う

太た

）
が
、
い
か
に
し
て
そ
の
理
論
を
知

り
得
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

第10回

　

は
る
か
む
か
し
、
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
万
有
余
年
の
間
こ

こ
北
斗
の
地
で
営
ま
れ
続
け
た
人
類
の
歩
み
─

当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
北
斗
の
歴
史
に

つ
い
て
、
「
遺
跡
」
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
、
郷
土
資
料
館
で
調
査
を
進
め

て
い
る
国
史
跡
・
松
前
藩
戸へ

切き
り

地ち

陣
屋
跡
に
つ

い
て
の
新
た
な
研
究
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

図１.現存する遺構の分析から導き出した
戸切地陣屋の設計理念推定図。
一辺 200 ｍの正方形を基準に各部が収まる。

図２.ヴォーバン晩年の肖像。
彼が築いた要塞群のうち代表例
は世界遺産に指定されている。
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重
太
が
佐さ

久く

間ま

象し
ょ
う

山ざ
ん

の
も
と
で
洋
学
を
学
ん

で
い
た
当
時
の
日
本
は
鎖
国
状
態
に
あ
り
、
オ

ラ
ン
ダ
以
外
の
外
国
語
文
献
の
入
手
は
ほ
ぼ
不

可
能
な
状
態
で
し
た
。
つ
ま
り
は
、
戸
切
地
陣

屋
の
構
造
が
ヴ
ォ
ー
バ
ン
教
本
の
設
計
理
念
に

基
づ
い
て
い
る
確
証
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に

は
、
そ
の
理
念
に
つ
い
て
解
説
し
た
オ
ラ
ン
ダ

語
文
献
が
当
時
日
本
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
を

確
か
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
確
認
の

た
め
、
以
下
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
１
）
17
～
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
刊

行
さ
れ
た
築
城
術
教
本
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

（
２
）
象
山
が
入
手
可
能
だ
っ
た
文
献
の
析
出

（
３
）
象
山
関
連
以
外
も
含
む
、
幕
末
日
本
に

お
け
る
洋
学
関
係
蔵
書
の
確
認

（
４
）
以
上
の
デ
ー
タ
群
を
用
い
た
当
時
国
内

に
お
い
て
参
照
で
き
た
洋
式
築
城
教
本
の
特
定

（
５
）
（
４
）
に
よ
っ
て
特
定
し
た
教
本
の
精

査
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
バ
ン
式
に
係
る
記
述
の
確
認

　

こ
れ
ら
一
連
の
調
査
に
よ
り
、
「
藤
原
重
太

の
入
門
時
点
で
佐
久
間
象
山
が
入
手
可
能
で
あ

り
、
か
つ
ヴ
ォ
ー
バ
ン
の
築
城
基
礎
理
念
に
つ

い
て
記
述
の
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
文
献
」
と
い
う

条
件
を
満
た
す
＝
戸
切
地
陣
屋
設
計
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
洋
式
築
城

術
教
本
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ヴ
ァ
ー
ル
に
よ
っ

て
著
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ナ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

訳
さ
れ
た『Beginselen der versterkin

gskunst

（
題
意
訳
：『
要
塞
築
城
術
原
論
』、

以
下
「
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
」）』
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
ヴ
ォ
ー
バ
ン
の
理
論
を
継
承
し

つ
つ
発
展
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
当
時

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
稜
堡
式
を
含
む
築
城
術

を
知
る
上
で
興
味
深
い
資
料
で
す
。
こ
れ
に
補

注
を
加
え
た
上
で
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
も
の

が
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

佐
久
間
象
山
ゆ
か
り
の
品
を
所
蔵
す
る
真
田

宝
物
館
に
は
『
サ
ハ
ル
ト
著
ナ
ニ
ン
グ
訳
要
塞

初
問
』
と
し
て
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
幕
末
の
洋
学
伝
習
研
究
に
お

け
る
第
一
人
者
で
あ
る
坂さ
か

本も
と

保や
す

富と
み

氏
の
研
究
に

よ
る
と
、
象
山
塾
で
の
教
育
は
実
地
訓
練
・
講

義
に
加
え
て
「
西
洋
書
輪
読
（
ゼ
ミ
形
式
で

原
書
を
解
読
和
訳
し
解
釈
検
討
す
る
教
育
方

法
）」
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
重
太
が
原
著
で

あ
る
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
に
直
接
触
れ
、
自
ら
訳

し
学
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
の
内
容
を
精
査
し

た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
稜
堡
式
築
城
定
理
に
つ
い

て
解
説
す
る
項
の
模
式
図
が
、
先
に
分
析
・
推

定
し
た
戸
切
地
陣
屋
の
幾
何
学
的
設
計
構
造
と

合
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

同
図
と
対
応
し
て
文
中
に
例
示
さ
れ
た
「
標
準

的
な
稜
堡
式
要
塞
を
実
際
に
造
っ
た
場
合
の
各

部
の
寸
法
・
角
度
」
に
つ
い
て
の
理
論
値
ま
で

も
が
、
戸
切
地
陣
屋
の
現
存
遺
構
の
分
析
に

よ
っ
て
導
き
出
し
た
も
の
と
一
致
を
み
せ
た
の

で
す
（
ち
な
み
に
同
時
期
に
稜
堡
式
築
城
の
教

本
と
し
て
象
山
ま
た
は
重
太
が
手
に
で
き
る
可

能
性
の
あ
る
他
の
文
献
で
は
、
こ
の
よ
う
な
具

体
的
な
数
値
の
提
示
お
よ
び
戸
切
地
陣
屋
と
の

一
致
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
）
。

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
戸
切
地
陣
屋
の
築
造

は
サ
ヴ
ァ
ー
ル
教
本
を
手
本
と
し
か
つ
極
め
て

忠
実
に
設
計
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
す
。

つ
ま
り
、
戸
切
地
陣
屋
は
ヴ
ォ
ー
バ
ン
教
本
以

降
体
系
化
さ
れ
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

稜
堡
式
築
城
＝
星
形
要
塞
の
系
譜
に
間
違
い
な

く
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
開
国
前
の
日

本
に
お
け
る
洋
学
伝
習
─
特
に
象
山
に
よ
る
洋

学
教
育
の
実
態
と
実
践
の
物
的
証
拠
と
し
て
希

少
な
（
お
そ
ら
く
は
現
在
唯
一
の
）
土
木
建
築

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

─
「
先
生
御お
ん

手て

に
て
筒
台
と
も
に
西
洋
法
則

通
り
の
物
出で
き
そ
う
ろ
う
よ
う

来
候
様
、
第
一
国
の
為
左
様
致
し

度た
く

。
」
主
馬
が
か
つ
て
師
・
象
山
に
語
っ
た
理

想
で
す
。
今
回
の
成
果
に
よ
り
、
主
馬
は
文
字

通
り
「
西
洋
法
則
通
り
」
に
こ
の
「
日
本
初
の

星
形
城
郭
」
を
造
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
二
人
の
間
に
い
か
な
る
思
い
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
史
料
に
乏
し
い
今
は

知
る
術す
べ

を
も
ち
ま
せ
ん
が
、
今
も
の
こ
る
戸
切

地
陣
屋
の
姿
は
、
象
山
・
主
馬
師
弟
の
絆き
ず
なの
結

実
で
も
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

戸
切
地
陣
屋
跡
に
つ
い
て
の
研
究
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
現
時
点
で
の
ま
と
め
と

な
る
ふ
る
さ
と
講
座
の
動
画
が
、現
在
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
中
で
す
。
ま
た
昨
年
は
戸
切

地
陣
屋
の
設
計
者
・
藤
原
主
馬
の
人
物
像
に
迫

る
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
春
の
特
別

展
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　

（
郷
土
資
料
館　

時
田　

太
一
郎
）

図３．ヴォーバン教本（1695）に見られる
稜堡式四稜堡塁の模式図。正方形とその辺
などを基準線とする理念が、戸切地陣屋の
分析によって得られた推定理念と一致する。

図４．サヴァール教本（1825）に見える
稜堡式四稜堡の模式図（右）および同書
中理論値と戸切地陣屋の比較（左、単位
el は当時オランダではｍと同値）。分析
によって得られた推定設計理念と形だけ
ではなく寸法・角度まで一致をみせる。
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　☎74－2000までお問合せください。

かなで～る協会の会員になりませんか？
日　　時／４月15日(土)
　　　　　13時30分～15時（13時開場）
会　　場／北斗市公民館

●申込方法について
　参加には、事前申込が必要です。次のいずれか
の方法でお願いします。
①図書館に申込の電話をする。
　北斗市立図書館／☎74－2071
②申込フォームから申し込む。

●申込期限　4月５日（木）まで
　申込状況により、抽選となる場合があります。
　抽選結果は、４月９日（日）頃までにハガキで
お知らせします。

HP https://www.harp.lg.jp/9gtRUbU0

問い合わせ／北斗市立図書館　☎74－2071


